
次の工事について、下記のとおり回答します。

： 工第０４－４号

： 奈良県立医科大学新キャンパス新築工事（建築工事）

令和4年7月22日

公立大学法人奈良県立医科大学

法人企画部　新キャンパス・施設マネジメント課長

質問回答書

工　 事　 番　 号

工 事 名

２ （各棟共通）
 軒先詳細図④ 内樋の下地にt=20の板らし
き記載あります｡高圧木毛ｾﾒﾝﾄ板t=20と考
えて宜しいでしょうか｡
(6602)

よろしいです。

３ （各棟共通）
 軒先詳細図④ 笠木下部に補強下地と記載
ありますが仕様が不明です｡片棟詳細図③
に記載ある補強材同様高耐食性ﾒｯｷ鋼板
t=1.6と考えて宜しいでしょうか｡
(6602)

よろしいです。

Nｏ 質　　問 回　　答

１ （各棟共通）
 大屋根屋根下地ﾙｰﾌｨﾝｸﾞについて④軒先
詳細図､⑥ｹﾗﾊﾞ詳細図では改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ
ﾌｨﾝｸﾞt=1.0ですが⑧雪止め金具詳細図では
発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝt=4.0と相違しています｡④軒
先詳細図等の改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞを正と
考えて宜しいでしょうか｡
(6602･6603)

よろしいです。

４ （各棟共通）
 軒先詳細図④雪止め金具とは離れた部分
に雪止めﾌﾚｰﾑ 高耐食性ﾒｯｷ鋼板t=1.6とあ
りますがこれは間違いと考えて宜しいでしょ
うか｡間違いでなければ雪止めﾌﾚｰﾑの詳細
をご指示下さい｡
(6602)

よろしいです。「雪止めﾌﾚｰﾑ 高耐食性ﾒｯｷ
鋼板t=1.6」は無いものとお考えください。
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６ （各棟共通）
 特殊平滑葺片棟包み下部に力板:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳ
ﾑ鋼板 t=0.4とあります｡片棟内部の力板は
屋根同材(ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5)ですが
この部分の力板はご指示通りｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼
板 t=0.4として宜しいでしょうか｡
(6605)

よろしいです。

７ （各棟共通）
 軒先詳細図⑬にｱﾙﾐ幕板の記載がありま
す｡ｱﾙﾐの厚み､表面仕上をご指示下さい｡
(6605)

建築4104図および6512図を参照ください。

５ （各棟共通）
 下がり棟について､大和葺､一文字葺ともに
補強材の仕様が不明です｡笠木下部同様高
耐食性ﾒｯｷ鋼板 t=1.6と考えて宜しいでしょう
か｡
(6604)

よろしいです。

１０ （各棟共通）
 各棟柱ﾘｽﾄでﾌｰﾌﾟの形状は高強度せん断
補強筋も含めて全てH形と考えて宜しいで
しょうか。
(構造007･構造114･構造214)

高強度せん断補強筋は溶接閉鎖型、その
他はH型としてください。

８ （各棟共通）
 土工事の根切開始ﾚﾍﾞﾙについて確認です
が、現況図に表記さているﾚﾍﾞﾙからと考え
て宜しいでしょうか。(0025)

よろしいです。

９ （各棟共通）
 上記質疑に関連して、回廊や廃棄物保管
庫など付属棟の根切りは現況図で該当する
範囲のﾚﾍﾞﾙからと考えて宜しいでしょうか。
(0025)

よろしいです。
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１１ （各棟共通）
 構造ｽﾘｯﾄの幅は鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造標準配筋
図の壁ｽﾘｯﾄ配筋の基準によると考えて宜し
いでしょうか。(構造008)

よろしいです。

１４ （各棟共通）
 構造特記仕様書の鉄筋の種類でD29は
SD390とありますが、参考内訳書P52の講堂
図書棟の鉄筋ではD29がSD345と相違して
います。その他の棟も含めてD29は図面の
SD390を正と考えて宜しいでしょうか。
(構造002･参考内訳書P52･189･302･419)

よろしいです。

１５ （各棟共通）
 講堂図書棟の矩計図で土間下にﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ
ﾌｫｰﾑとﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑがありますが、各々地
中梁際の立下りが必要であれば立下り幅を
ご指示ください。
(4101)

不要と考えてください。

１２ （各棟共通）
 講義棟のPC梁KEYPLAN(1)～(2)で講堂図
書棟にある様なPC緊張後ｺﾝｸﾘｰﾄ打設範囲
の図示がありませんが、不要と考えて宜し
いでしょうか。必要であれば範囲をご指示く
ださい。
(構造221～222)

講義棟については、構造010図「10.壁の取り
扱い　壁後打ちコンクリート」によります。

１３ （各棟共通）
 また実習研究棟及び体育施設棟のPC梁
KEYPLANにもPC緊張後ｺﾝｸﾘｰﾄ打設範囲
の図示がありませんが、不要と考えて宜し
いでしょうか。必要であれば範囲をご指示く
ださい。
(構造321～322･421)

実習研究棟は、構造326図に記載の範囲を
ご確認ください。
体育施設棟は、不要と考えてよろしいです。
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１８ (共通)
 近隣家屋調査は実施済であり工事費に含
む事前事後の家屋調査費用はないものと考
えてよろしいですか｡ご指示ください｡

よろしいです。

１９ (共通)
 工事費に含む各種式典費はないものと考
えてよろしいですか｡ご指示ください｡

現場管理費に含まれるもの程度と考えてお
り、起工式、竣工式の実施を想定していま
す。

１６ （各棟共通）
 建設資材の不足による資材調達遅延時は
工期延長は認められますでしょうか。

受注後に監督員と協議してください。

１７ (共通)
現下の社会情勢の下､燃料費､鉄鋼や生コ
ンなどの資材､人件費など短期間に
急激な高騰により､所謂インフレ条項に基づ
く変更では実態との乖離が発生し
受注者としても経営に影響を及ぼす事態に
発展することも懸念されます｡
 このような状況を踏まえ､綿密な価格調査
をしていただき､設計変更に反映
いただけるものと理解してよろしいでしょう
か｡
 また､資材の納品の遅延等､受注者の責に
よらない事象による適切な工期の
変更も同様に設計変更の対象と理解してよ
ろしいでしょうか｡

受注後に監督員と協議してください。

２０ (共通)
 特記仕様書-2　5節13　工事費に含む室内
空気濃度測定の箇所数をご指示ください｡

建築2001図、共通事項 ５. のとおりです。各
棟仕上表の※印を確認ください。
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２２ (共通)
 特記仕様書-3　2章 3 (3)施工図調整専任
係員(2名)の配置期間数をご指示ください｡

着工から工事に必要な全施工図の承認を
得るまでの期間を想定し適宜見込んでくださ
い。

２３ (共通)
 山留計画図1(参考)及び山留計画図2(参
考)は共に指定仮設であり工事費増減の対
象になるものと考えてよろしいですか｡ご指
示ください｡

原則任意仮設とお考えください。

２１ (共通)
 特記仕様書-3　2章 3 (2)監督員事務所　備
品の各数量をご指示ください｡

監督員10名、工事監理者15名程度を想定し
適宜各種備品数を見込んでください。

２６ (共通)
 東西・南北構内道路は外構全体平面図(建
築11001図)では本工事範囲外となっていま
すが､仮設計画図(参考)では一部建築工事
範囲と記載されています｡東西・南北構内道
路は本工事に含まないと考えてよろしいで
すか｡本工事の場合はその内容､仕様のわ
かる図面､資料など提示願います｡

よろしいです。

２７ (共通)
 仮設計画図(参考)記載の建築ヤード範囲
の工事完了後は現状復旧と考えてよろしい
ですか｡

原状復旧の上、建築11040図に記載の種子
吹付が必要となります。

２４ (共通)
 上記山留が指定仮設の場合､材料の設置
期間を各棟別にご指示ください｡

No23の回答と同じです。

２５ (共通)
 現場説明書(23)特に留意する事項の内､実
習研究棟西側､講義棟東側､講堂図書棟北
側付近に造成工事において設置した防火水
槽があるとのことですが､その位置､深さ等
わかる資料を提示願います｡

防火水槽について、No25　別紙－１、２、３
を参照してください。
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３０ (共通)
 特記仕様書10　17章ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事(建築
0012図)に実物大模型製作の作成とありま
すが､その具体的な製作範囲のわかる図
面､資料など提示願います｡

No30　別紙－１、２、３を参照してください。

３１ (共通)
 参考数量書　共通仮設費(積上)の内､試験
費とﾓｯｸｱｯﾌﾟの別紙がありません｡(別紙00-
140~143) 別紙の提示願います｡

入札参加者に資料を別途送付させていただ
きます。

２８ (共通)
 現況図､仮設計画図(参考)記載の工事用通
路　造成工事(建築工事にて借用)は工事期
間中使用できるものとし､その復旧は建築
ヤード範囲は現状復旧､外構範囲は仕上げ
るものと考えてよろしいですか｡また､工事用
通路､地元住民用通路の断面がわかる資料
を提示願います｡

「工事用通路　造成工事(建築工事にて借
用)」は工事期間中使用できるものと考えて
よろしいです。当該部分はヤード範囲は建
築11040図に記載の種子吹付、外構範囲は
各外構図面のとおり仕上げるものと考えてく
ださい。また、工事用通路、地元住民用通
路の断面は造成工事にて設置予定ですが、
現時点未確定です。工事着手時に確認して
ください。

２９ (共通)
 敷地西側道路は､工事期間中使用できるも
のとして考えてよろしいですか｡

使用できないものとお考えください。

３２ (共通)
 構造451～455に示された鉄骨柱脚ゴム支
承に関し､参考メーカーを御教示下さい｡

参考メーカーは以下のとおりです。
・株式会社川金コアテック
・株式会社ノナガセ
・株式会社ナスコ

３３ （構造）<共通>
雑詳細図-2の軽微な立上りH400以下の配
筋がありますがH400以上の場合は室内
W150はD10@200ｼﾝｸﾞﾙをﾀﾞﾌﾞﾙ配筋､W180
は同配筋と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡
(図構902)

H400を超える場合はD10をD13に読み替え
てください。
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３４ （構造）<共通>
雑詳細図-1に犬走りがあります｡ｺﾝｸﾘｰﾄ強
度は構造特記仕様書-2の①設計基準強
度､各種基礎(躯体と分離)FC21Nと考えて宜
しいでしょうか｡御指示下さい｡
(図構002.901)

外構等雑コンクリート（Fc=21N、S=18)として
ください。

３５ （構造）<講義棟>
地中大梁の増打ち要領が不明です｡Xb4通
り架構詳細図に4-D25 STP 13@200と図示
されていますので全てこれに倣って宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
(図構 202.241)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。

３８ （構造）<講義棟>
軸組図において､各階外周部の腰壁H800の
配筋詳細図が不明です｡W18と考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡
(図構 204.205)

図面右端に記載の共通事項のとおり、特記
のない壁はW１８としてください。

３９ （構造）<講堂図書棟>
地中大梁の増打ち要領が不明です｡講義棟
のXb4通り架構詳細図に4-D25 STP
13@200と図示されていますので全てこれに
倣って宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(図構 102.141.241)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。

３６ （構造）<講義棟>
1F伏図の地中小梁の増打ち要領が不明で
す｡鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造標準配筋図-2及び雑詳
細図-1に倣って宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡
(図構 202.007.901)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。

３７ （構造）<講義棟>
1F伏図の小梁の増打ち要領が不明です｡鉄
筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造標準配筋図-2及び雑詳細図-1
に倣って宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(図構 202.007.901)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。
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４２ （構造）<実習研究棟>
地中大梁の増打ち要領が不明です｡Xc2通
り架構詳細図に4-D25 STP 13@200と図示
されていますので全てこれに倣って宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
(図構 302.351)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。

４３ （構造）<実習研究棟>
1F伏図の地中小梁の増打ち要領が不明で
す｡鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造標準配筋図-2及び雑詳
細図-1に倣って宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡
(図構 302.007.901)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。

４０ （構造）<講堂図書棟>
1F伏図の地中小梁の増打ち要領が不明で
す｡鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造標準配筋図-2及び雑詳
細図-1に倣って宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡
(図構 102.007.901)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。

４１ （構造）<講堂図書棟>
1F伏図の小梁の増打ち要領が不明です｡鉄
筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造標準配筋図-2及び雑詳細図-1
に倣って宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(図構 102.007.901)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。

４４ （構造）<実習研究棟>
1F伏図の小梁の増打ち要領が不明です｡鉄
筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造標準配筋図-2及び雑詳細図-1
に倣って宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(図構 302.007.901)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。

４５ （構造）<体育施設棟>
地中大梁の増打ち要領が不明です｡講義棟
のXb4通り架構詳細図に4-D25 STP
13@200と図示されていますので全てこれに
倣って宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(図構 402.461.241)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。
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４６ （構造）<体育施設棟>
1F伏図の地中小梁の増打ち要領が不明で
す｡鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造標準配筋図-2及び雑詳
細図-1に倣って宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡
(図構 402.007.901)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。

４７ （構造）<体育施設棟>
1F伏図の小梁の増打ち要領が不明です｡鉄
筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造標準配筋図-2及び雑詳細図-1
に倣って宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(図構 402.007.901)

RC梁の増し打ち部配筋は大梁・片持ち梁・
小梁・基礎梁共に構造007図、10-6及び構
造901図、「梁上端・下端・側面打増し要領
（200mmを超える場合）」を適用としてくださ
い。

５０ （構造）<ｶﾞｽﾒｰﾀｰ置場>
参考内訳にｶﾞｽﾒｰﾀｰ置場がありますが構造
図がありません｡構造図を御指示下さい｡

当該部の目隠しﾌｪﾝｽについて、鉄骨下地・
基礎は設備置場の目隠しﾙｰﾊﾞｰと同じ形式
としてください。ただし、鉄骨支柱ピッチは
@2000㎜、基礎は立上りRC部をH800㎜と
し、地中部は目隠しﾙｰﾊﾞｰと同一としてくだ
さい。

５１ (鉄骨)<講義図書棟>
SP1のﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄのｻｲｽﾞが不明です｡
500*500と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡
(図構117)

よろしいです。

４８ （構造）<渡り廊下>
渡り廊下の図面に註記がありません｡回廊
の註記と同様に考えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡
(図構701.603)

よろしいです。

４９ （構造）<廃棄物置場>
R階伏図の梁天端にﾌｶｼがありますが雑詳
細図1の梁天端要領では補強筋はD19です｡
壁梁の主筋はD16ですので天端補強筋は
D16と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡
(図構502.901図6613)

よろしいです。



Nｏ 質　　問 回　　答

５４ (鉄骨)<講義図書棟>
SB70Aのﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄのｻｲｽﾞとｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの
長さが不明です｡BPL-19*500*900
A,BOLT  4-M20  L=800と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
(図構117)

よろしいです。

５５ (鉄骨)<講義図書棟>
SB40のﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄのｻｲｽﾞとｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの長
さが不明です｡BPL-19*400*600
A,BOLT  4-M20  L=800と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
(図構117)

よろしいです。

５２ (鉄骨)<講義図書棟>
SP2のﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄのｻｲｽﾞが不明です｡
600*600と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡
(図構117)

よろしいです。

５３ (鉄骨)<講義図書棟>
SP1とSP2のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの長さが不明です｡
L=800と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡
(図構117)

よろしいです。

５６ (鉄骨)<講義図書棟>
SB20のﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄのｻｲｽﾞとｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの長
さが不明です｡BPL-19*400*400
A,BOLT  4-M20  L=800と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
(図構117)

よろしいです。

５７ (鉄骨)<講義図書棟>
段床Y軸組図において､長尺ｽﾀｯﾄﾞの指示が
ありますが､長さが不明です｡L=300と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(図構134)

よろしいです。



Nｏ 質　　問 回　　答

５８ (鉄骨)<講義図書棟>
段床の鉄骨梁にｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄが必要と思われ
ます｡φ16  L=110@200ｼﾝｸﾞﾙの要領で見込
んで宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(図構-134)

よろしいです。

５９ (鉄骨)<講義図書棟>
SB35のﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄのｻｲｽﾞとｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの長
さが不明です｡BPL-19*225*550
A,BOLT  6-M20  L=600と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
(図構134)

ベースプレートはBPL-19*375*550としてくだ
さい。
アンカーボルトはA,BOLT  6-M20  L=600と
してください。

６２ (鉄骨)<講義図書棟>
D材の使用箇所が不明です｡御指示下さい｡
(図6104-2)

D材の使用箇所はありません。

６３ (鉄骨)<回廊>
回廊の母屋Ｌ-75-75*6の継手はGPL-6
HTB 2-M16として宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡
(構造604)

母屋L-75x75x6の継手は無しです。母屋端
部仕口の要領は、構造604図に示すとおり、
G.PL-9 HTB 2-M16とします。

６０ (鉄骨)<講義図書棟>
SB20Bのﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄのｻｲｽﾞとｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの
長さが不明です｡BPL-19*300*400
A,BOLT  6-M20  L=600と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
(図構134)

よろしいです。

６１ (鉄骨)<講義図書棟>
SB10Cのﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄのｻｲｽﾞとｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの
長さが不明です｡BPL-16*150*200
A,BOLT  2-M16  L=640と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
(図構135)

よろしいです。



Nｏ 質　　問 回　　答

６６ (内部)<共通>
壁種別L6においてﾎﾞｰﾄﾞ下地は文字表記に
てGB-Ft-21とありますが、寸法線はt=12.5
と相違しております。文字表記のGB-Ft=21
を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。
(図6511)

GB-R t12.5としてください。

６７ (内部)<講義図書棟>
天井ｱﾙﾐｶｯﾄﾊﾟﾈﾙ部の廻縁について､共通
事項では､塩ﾋﾞですが､ｱﾙﾐｶｯﾄﾊﾟﾈﾙの場合
は､ｱﾙﾐと考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡
(図2001･2101)

よろしいです。

６４ (鉄骨)<設備置場>
設備置場の階段の段板について､意匠図で
はt=4.5､構造図ではt=6と相違しております｡
t＝4.5を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡
（図構803･図1505）

構造図（t=6.0）を正としてください。

６５ (鉄骨)<ｶﾞｽﾒｰﾀｰ置場>
目隠しﾌｪﾝｽH=1500の鉄骨下地は設備置場
の目隠しﾙｰﾊﾞｰに倣って宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡
(図1503)

No50の回答と同じです。

６８ (内部)<講義図書棟>
風除室2の天井高について､仕上表では､
3000です｡建具詳細図では､2700です｡建具
詳細図を正と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡
(図2101･5124)

よろしいです。

６９ (内部)<講義図書棟>
風除室2のﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽについて､仕上表で
見込んでいますが､天井伏図に記載があり
ません｡天井伏図を正と考えて宜しいでしょ
うか｡必要であれば､建具詳細図に詳細形状
を御指示下さい｡
(図2101･3101･5124)

よろしいです。



Nｏ 質　　問 回　　答

７０ (内部)<講義図書棟>
1F一般開架書架閲覧室1について､展開図D
面では､化粧打放補修(杉本実型枠)ですが､
平面詳細図では､R1(EP+ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修)
で相違しています｡展開図を正と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡
(図4122･4142)

よろしいです。

７１ (内部)<講義図書棟>
1Fｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ家具詳細図がありますが､平
面詳細図では､配置する場所が不明です｡
1ヵ所設置と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡
(図6110･4122)

よろしいです。

７４ (建具)<講堂図書棟>
A-SS-1について､建具表は11ヶ所ですが､
建具ｷｰﾌﾟﾗﾝでは12ヶ所と数量が相違してい
ます｡建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ数量を正と考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡
(図5101～5102･5112)

12ヶ所とします。

７５ (建具)<講義棟>
1F建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ､風除室1～ｽﾀｯﾌ事務室1間
に見られる片開き戸がSD-7とありますが､
建具表では形状･寸法が相違しています｡
SD-8と読み替えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡(SD-7･8共 数量は建具表通り)
(図5201･5211)

よろしいです。

７２ (内部)<講義図書棟>
2F一般開架書架･閲覧席室2の床について､
一部CT-Bの範囲があります｡床が-100下っ
ていますので､この範囲にもﾌﾘｰﾌﾛｱｰを見
込むと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡
(図4124)

よろしいです。

７３ (建具)<共通>
ｱﾙﾐｻｯｼ性能について､特記仕様書と建具
詳細図で相違ヶ所がある場合､詳細図有り
の建具のみは詳細図に記載の建具性能を
正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(図0011･5121～5125他)

よろしいです。



Nｏ 質　　問 回　　答

７８ (建具)<体育施設棟>
建具表と建具ｷｰﾌﾟﾗﾝで下記の通り数量が
相違しています｡建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ数量を正と考
えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
                 建具表     建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ
 □D-SD-13-1        2           1
 □D-SD-13-2        1           2
 □D-SD-14          6           7
 □D-S-5             3           4

D-SD-13-1：建具表を正とし2としてくださ
い。
D-SD-13-2：建具表を正とし1としてください
D-SD-14：8としてください。
D-S-5：建具ｷｰﾌﾟﾗﾝを正とし4としてくださ
い。

７９ 【構造】（各棟共通）
構造特記６章コンクリート２２に止水板の指
示がありますがサイズが不明です。
６☓１５０程度と考えて宜しいでしょうか。ご
指示ください。
（構造００２）

よろしいです。

７６ (建具)<実習研究棟>
3F建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ､WWC3部分にC-S-4(*2)とあ
りますが､図示ヶ所は1ヶ所のみしか該当建
具が不明です｡3F､C-S-4は1ヶ所と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(数量は建具表通り)
(図5302･5313)

1箇所でよろしいです。

７７ (建具)<実習研究棟>
3F建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ､北面C-AW-9(*18)とありま
すが､該当建具実数は16ヶ所と相違してい
ます｡北面C-AW-9は16ヶ所を正と考えて宜
しいでしょうか｡御指示下さい｡(数量は建具
表通り)
(図5302･5311)

16箇所でよろしいです。

８０ 【構造】（各棟共通）
講堂図書室他、建屋外壁にＲＣのリブ壁が
見受けられますが、構造図で断面リスト等
指示がありません。
下記程度と考えて宜しいでしょうか。ご指示
ください。
　 サイズ：意匠図による
 　補強筋：ＫＷ２０同程度　Ｄ１３＠１５０Ｗ
（建築４１０２他、構造１１７他）

リブ壁については構造903図「リブ壁配筋詳
細図」によるものとしてください。



Nｏ 質　　問 回　　答

８２ 【構造】（実習研究棟）
基礎梁符号ＦＢ３０５の下端筋が、姿図とリ
スト表で相違があります。
姿図を正と考えて宜しいでしょうか。ご指示く
ださい。
　姿図：６－Ｄ１９
　表　：４－Ｄ１９
（構造３１２）

リスト表を正としてください。

８３ 【構造】（回廊）
鉄骨柱地中埋設部分、添付緑色範囲に、下
記程度の保護コンクリートを必要と考えて宜
しいでしょうか。ご指示ください。
　サイズ基礎柱同様
　補強主筋　　　Ｄ１３－１２程度
　補強ＨＯＯＰ　Ｄ１３＠１００程度
（構造６０４）

柱脚部は、当該範囲に保護コンクリートは
必要です。天端レベルは、設計GLまでとし
ます。
要領は、礎柱同様でよろしいです。

８１ 【構造】（講堂図書棟）
３階の梁符号Ｇ１０４ａの腹筋が、姿図とリス
ト表で相違があります。
姿図を正と考えて宜しいでしょうか。ご指示く
ださい。
　姿図：６－Ｄ１０
　表　：２－Ｄ１０
（構造１１５）

姿図を正と考えてよろしいです。

８４ 【鉄骨】
鉄骨梁貫通補強について、径および箇所数
が不明です。鉄骨梁貫通補強の径および箇
所数をご指示下さい。

鉄骨梁貫通補強は無しと考えてよろしいで
す。

８５ 【鉄骨】
構造１３１（講堂図書棟　エントランス庇詳細
図－１）について、鉄骨部材リストの柱ＳＣ１
０１（φ４００×１６）が規格にありません。○
－４０６．４×１６．９と考えて宜しいでしょう
か。ご指示ください。

ＳＣ１０１（φ４００×１６）の規格はあります
ので再度ご確認ください。（添付資料 No85
別紙－１、２、３ を参照してください）



Nｏ 質　　問 回　　答

８６ 【鉄骨】
構造１１７、１３４、１３５の鉄骨部材リストに
ついて、下記部材のアンカーボルトの長さが
不明です。全て３０ｄと考えて宜しいでしょう
か。ご指示ください。

①構造１１７：柱ＳＰ１
②構造１１７：柱ＳＰ２
③構造１３４：柱ＳＰ２０Ｂ
④構造１３４：梁ＳＢ２０Ｂ
⑤構造１３４：梁ＳＢ３５
⑥構造１３５：柱ＰＡＳＰ１
⑦構造１３５：梁ＳＢ１０Ｃ
⑧構造１３５：梁ＳＢ１５Ｂ

40dと考えてください。

８７ 【鉄骨】
構造１３４（講堂図書棟　段床詳細図）につ
いて、梁上スタッドボルトの詳細が不明で
す。構造図２３９（講堂棟詳細図）のに倣い、
下記のように考えて宜しいでしょうか。ご指
示ください。

①仕様：１９φ－１列　Ｈ１００
②割付ピッチ：＠２００

よろしいです。

８８ 【鉄骨】
意匠４１０１（講堂図書棟　矩計図１）、意匠
４１０３（講堂図書棟　矩計図３）について、
天井支持鉄骨（Ｃ－１５０×５０×２０×３．２
＠９００、Ｃ－１００×５０×２０×２．３　＠９０
０）の図示がありますが、下記の不明点につ
いてご指示下さい。

①天井支持鉄骨の設置範囲をご指示下さ
い。

②ＲＣ取り合い詳細（ベースプレート、アン
カーボルト）をご指示下さい。

①３階の見上げのうち、RCスラブまたは梁
の無い範囲の全てとします。
②BPL-16*200*150、A-Bolt 2-M16、
GPL-6、HTB 2-M16としてください。

８９ 【鉄骨】
意匠４４０２（体育施設棟　矩計図２）につい
て、３階天井に吊りボルトを受ける鉄骨の図
示がありますが、下記の不明点についてご
指示下さい。

①断面、割付ピッチは下記のように考えて
宜しいでしょうか。ご指示ください。
　Ｌ－１５０×１００×１２＠９００
　Ｃ－１００×５０×２０×２．３＠９００

③天井下地受け鉄骨の設置範囲をご指示
下さい。

①Sｔ PL-12 L-100×200＠900 防錆塗装
　Ｃ-100×50×20×2.3＠900 防錆塗装
　としてください。
②設置範囲は、No89 別紙 の赤ハッチ部分
としてください。
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９０ 【鉄骨】
エレベーターシャフト廻り鉄骨について、構
造９０３（雑詳細図－３）ＥＶ中間梁・間柱と、
意匠１０１０１～１０１０２、１０２０３～１０２０４
（エレベーター詳細図）に記載されている鉄
骨部材に相違があります。意匠１０１０１～１
０１０２、１０２０３～１０２０４（エレベーター詳
細図）を正と考えて宜しいでしょうか。ご指示
ください。

①	構造９０３（雑詳細図－３）ＥＶ中間梁・間
柱
柱：Ｈ－２００×２００×８×１２
中間梁：Ｈ－２００×１００×５．５×８
②	意匠１０１０１～１０１０２、１０２０３～１０２
０４（エレベーター詳細図）　柱：□－１５０×
１５０×９
中間梁：Ｈ－１５０×１５０×７×１０など

意匠図を正としてください。

９１ 【鉄骨】
意匠１５０３（設備置場・廃棄物保管庫　配置
図）について、ガスメーター置場に目隠しフェ
ンスＨ＝１５００の図示がありますが、下地
鉄骨詳細が不明です。目隠しフェンス下地
鉄骨の部材詳細（断面、継手、ＲＣ取り合
い、部材配置など）をご指示下さい。

No50の回答と同じです。

９４ 【建具】（講堂図書棟）
Ａ－ＳＳ－１の数量が建具表は１１か所と建
具キープランは１５カ所と異なります。建具
キープランを正と考えて宜しいでしょうか。ご
指示下さい。
（建築5101）

12ヶ所とします。
講堂北側の「倉庫２」を指す「A-SS-1×３」
は誤記です。

９２ 【鉄骨】
参考明細について、実習研究棟の鉄骨工
事にＣ－ＡＤ６支持鉄骨Ｃの記載があります
が、鉄骨詳細及び該当範囲が不明です。Ｃ
－ＡＤ６支持鉄骨Ｃの部材詳細（断面、継
手、ＲＣ取り合い、部材配置など）及び該当
範囲をご指示下さい。

左記のC-AD-6をC-AD-4と読み替えていた
だき、建築5321図の詳細図に記載されてい
る各鉄骨が該当するものとお考えください。

９３ 【内部】（各棟共通）
身障者ＷＣの鏡の工事区分が下記の様に
異なります。建築工事と考えて宜しいでしょ
うか。ご指示下さい。
 ・工事区分表：建築工事 (建築0019)
 ・衛生器具表：設備工事 (機械①502他)

工事区分表を正としてください。
（当該鏡は建築工事となります）



Nｏ 質　　問 回　　答

９５ 【建具】（講堂図書棟）
建具表 講堂図書棟２ Ａ－ＦＳ－２の記載が
ありますが、建具キープランに符号がありま
せん。講堂図書棟 ２Ｆ平面詳細図－２より
添付図赤枠のＡ－ＳＨ－２をＡ－ＦＳ－２に
読み替えて宜しいでしょうか。ご指示下さ
い。（建築4124.5101.5112）

よろしいです。

９８ 【建具】（講堂図書棟）
建具表 講堂図書棟１ Ａ－ＡＣＷ－１の姿図
に詳細図参照とありますが、Ｗ寸法が不明
です。Ｗ１９４２８．５と考えて宜しいでしょう
か。ご指示下さい。
（建築5111.5124）

よろしいです。

９９ 【建具】（講堂図書棟）
建具表 講堂図書棟１ Ａ－ＳＤ－９他仕上欄
に化粧塩ビシートの記載がありますが、枠
仕上が不明です。枠はＳＯＰ塗装と考えて宜
しいでしょうか。ご指示下さい。
（建築5111）

化粧塩ビシート貼りとします。

９６ 【建具】（講堂図書棟）
建具キープラン 講堂図書棟２ 応接室北面
にＡ－ＰＴ－７とありますが、建具詳細図 講
堂図書棟１０ ＰＴ詳細図３より両開き扉をＡ
－ＰＴ－７ａ、２連両開き扉をＡ－ＰＴ－７ｂと
考えて宜しいでしょうか。ご指示下さい。
（建築5102.5130）

建築5130図に記載の展開図のとおりです。
孫扉およびFIXパネルを含みます。

９７ 【建具】（講堂図書棟）
建具表 講堂図書棟１ Ａ－ＡＷ－３のＷ寸法
が寸法欄はＷ７７８．５７、姿図指示はＷ７３
０と異なります。Ｗ７３０を正と考えて宜しい
でしょうか。ご指示下さい。
（建築5111）

よろしいです。



Nｏ 質　　問 回　　答

１０２ 【建具】（講義棟）
建具キープラン 講義棟１ １階スタッフ事務
所１／風除室１間の片開き扉にＢ－ＳＤ－７
とありますが、寸法及び型式が図示と異なり
ます。Ｂ－ＳＤ－８に読み替えて宜しいでしょ
うか。ご指示下さい。
（建築5201.5211）

よろしいです。

１０３ 【建具】（講義棟）
建具表 講義棟１ Ｂ－ＳＤ－７の寸法が寸法
欄はＷ５８２０×Ｈ２９７５、姿図指示はＷ６３
６４×Ｈ２０００と異なります。Ｗ６３６４×Ｈ２
０００を正と考えて宜しいでしょうか。ご指示
下さい。
（建築5211）

よろしいです。

１００ 【建具】（講堂図書棟）
建具表 講堂図書棟２ Ａ－Ｐ－１．２ 和室詳
細図参照と記載がありますが、仕様が不明
です。仕様をご指示下さい。
（建築5112）

建築6101図の展開図参照の上、腰付障子
にて見込んでください。

１０１ 【建具】（講義棟）
建具キープラン 講義棟１２階臨床手技ト
レーニング室 ＰＳ（添付図赤枠）に片開き扉
の図示がありますが、建具符号がありませ
ん。Ｂ－ＳＤ－１０と考えて宜しいでしょうか。
ご指示下さい。
（建築5201.5211）

よろしいです。

１０４ 【建具】（講義棟）
Ｂ－ＳＤ－１０．１４の寸法が建具表 講義棟
１ 寸法欄はＷ６００×Ｈ２７００、建具詳細図
講義棟７ ＳＤ詳細図１はＷ５６６×２５９６．８
と異なります。Ｗ５６６×２５９６．８を正と考
えて宜しいでしょうか。ご指示下さい。
（建築5211.5227）

よろしいです。



Nｏ 質　　問 回　　答

１０６ 【建具】（講義棟）
建具表 講義棟２ Ｂ－ＳＤ－Ｓ１他 仕上欄に
化粧シートの記載がありますが、枠仕上が
不明です。枠はＳＯＰ塗装と考えて宜しいで
しょうか。ご指示下さい。（建築5111）

化粧塩ビシート貼りとしてください。

１０７ 【建具】（講義棟）
建具表 講義棟２ Ｂ－ＳＨ－４ スラットの仕
上が不明です。ＳＯＰ塗装と考えて宜しいで
しょうか。ご指示下さい。
（建築5111）

よろしいです。

１０５ 【建具】（講義棟）
Ｂ－ＳＤ－１１の寸法が建具表 講義棟１ 寸
法欄はＷ１２００×Ｈ２７００、建具詳細図 講
義棟７ ＳＤ詳細図１はＷ１１７４×２５９６．８
と異なります。Ｗ１１７４×２５９６．８を正と考
えて宜しいでしょうか。ご指示下さい。
（建築5211.5228）

よろしいです。

１１０ 【建具】（実習研究棟）
建具キープラン 実習研究棟２ ３階ＷＷＣ３
にＣ－Ｓ－４×２と記載がありますが、図示
は１か所となっています。１か所を正とし、合
計２８か所と考えて宜しいでしょうか。ご指示
下さい。
（建築5302.5311）

No76の回答と同じです。

１０８ 【建具】（講義棟）
建具表 講義棟２ Ｂ－ＳＳＨ－１の仕上欄に
ステンレスと記載がありますが、仕上が不明
です。ＨＬと考えて宜しいでしょうか。ご指示
下さい。
（建築5111）

よろしいです。

１０９ 【建具】（実習研究棟）
建具キープラン 実習研究棟２ ３階北面にＣ
－ＡＷ－９×１８と記載がありますが、図示
は１６か所となっています。１６か所を正と
し、合計３２か所と考えて宜しいでしょうか。
ご指示下さい。
（建築5302.5311）

No77の回答と同じです。



Nｏ 質　　問 回　　答

１１１ 【建具】（実習研究棟）
Ｃ－ＳＤ－１７．１７ａの寸法が建具表 実習
研究棟１ 寸法欄はＷ６００×Ｈ２７００、建具
詳細図 講義棟７ ＳＤ詳細図１はＷ５６６×２
５９６．８と異なります。Ｗ５６６×２５９６．８を
正と考えて宜しいでしょうか。ご指示下さい。
（建築5311.5227）

よろしいです。

１１４ 【建具】（実習研究棟）
建具表 実習研究棟２ Ｃ－ＳＤ－Ｓ１他 仕上
欄に化粧シートの記載がありますが、枠仕
上が不明です。枠はＳＯＰ塗装と考えて宜し
いでしょうか。ご指示下さい。（建築5312）

化粧塩ビシート貼りとしてください。

１１５ 【建具】（実習研究棟）
建具表 実習研究棟２ Ｃ－ＳＨ－４ スラット
の仕上が不明です。ＳＯＰ塗装と考えて宜し
いでしょうか。ご指示下さい。
（建築5312）

よろしいです。

１１２ 【建具】（実習研究棟）
Ｃ－ＳＤ－１８．１８ａの寸法が建具表 実習
研究棟１ 寸法欄はＷ１２００×Ｈ２７００、建
具詳細図 講義棟７ ＳＤ詳細図１はＷ１１７４
×２５９６．８と異なります。Ｗ１１７４×２５９
６．８を正と考えて宜しいでしょうか。ご指示
下さい。
（建築5311.5228）

よろしいです。

１１３ 【建具】（実習研究棟）
Ｃ－ＳＬＷ－３のＨ寸法が建具表 実習研究
棟２ 寸法欄はＨ３０００、建具詳細図 講義
棟１８ ＳＬＷ詳細図１はＨ２７００と異なりま
す。Ｈ２７００を正と考えて宜しいでしょうか。
ご指示下さい。
（建築5238.5313）

よろしいです。

１１６ 【建具】（実習研究棟）
建具表 実習研究棟３ Ｃ－ＦＳ－１～８の仕
上が不明です。ご指示下さい。
（建築5312）

講義棟シートシャッターB-FS各種と同様とし
てください。



Nｏ 質　　問 回　　答

１１８ 【建具】（体育施設棟）
建具キープラン 体育施設棟１ １階 西面ア
リーナにＤ－ＡＷ－３（１か所）とありますが、
図示は３か所となっています。Ｄ－ＡＷ－３
は３か所と考えて宜しいでしょうか。ご指示
下さい。
（建築5401.5411）

よろしいです。

１１９ 【建具】（体育施設棟）
建具キープラン 体育施設棟１ １階 アリーナ
東面ＰＳにＤ－ＳＤ－１２（１か所）とあります
が、図示は２か所となっています。２か所を
正とし、合計３か所と考えて宜しいでしょう
か。ご指示下さい。
（建築5401.5411）

よろしいです。

１１７ 【建具】（体育施設棟）
下記建具の数量が建具表と建具キープラン
で以下の様に異なります。建具キープランを
正と考えて宜しいでしょうか。ご指示下さい。
　　　　　　　　　（建具表） （建具キープラン）
・ＳＤ－１３－１　　２か所　　　　１か所
・ＳＤ－１３－２　　１か所　　　　２か所
・Ｄ－ＳＤ－１４　　６か所　　　　７か所
・Ｄ－Ｓ－５　　　　３か所　　　　４か所
（建築5401.5402.5411.5412）

No78の回答と同じです。

１２０ 【建具】（体育施設棟）
建具表にＤ－ＳＤ－Ｓ１－３の記載がありま
すが、建具キープランに符号がありません。
使用箇所欄より建具キープラン 体育施設棟
２ 階段２のＤ－ＳＤ－Ｓ１－２をＤ－ＳＤ－Ｓ
１－３に読み替えて宜しいでしょうか。ご指
示下さい。
（建築5402.5412）

よろしいです。

１２１ 【建具】（体育施設棟）
建具キープラン 体育施設棟１ １階 管理室
／ラウンジ１間にＤ－ＳＷ－１とありますが、
建具表に符号がありません。必要とし、仕様
は以下の様に考えて宜しいでしょうか。ご指
示下さい。
・寸法：Ｗ１８００×Ｈ１１００
・型式：引違い窓
・仕上：ＳＯＰ
・ガラス：フロートガラスＴ６（建築5401）

建築6741図 Fc-3カウンターのガラス引戸と
お考えください。



Nｏ 質　　問 回　　答

１２２ 【建具】（体育施設棟）
建具表 体育施設１ Ｄ－ＡＷ－４のＷ寸法
が寸法欄はＷ１０３０、姿図指示はＷ１９００
と異なります。Ｗ１９００を正と考えて宜しい
でしょうか。ご指示下さい。
（建築5411）

よろしいです。

１２３ 【建具】（体育施設棟）
建具表 体育施設１ Ｄ－ＡＷ－９のＨ寸法が
寸法欄はＨ３０００、姿図指示はＨ２８４０と
異なります。Ｈ２８４０を正と考えて宜しいで
しょうか。ご指示下さい。
（建築5411）

よろしいです。

１２６ 【建具】（体育施設棟）
建具表 体育施設棟１ Ｄ－ＳＤ－２４の仕上
欄にスパンドレル貼とありますが、枠仕上が
不明です。枠はＳＯＰ塗装と考えて宜しいで
しょうか。ご指示下さい。
（建築5411）

枠の塗装は2－FUEとしてください。

１２７ 【外構】
雨水排水平面図－１のＵＭ２－１桝の流出
管管底高が６５．９１の記載がありますが、
桝蓋仕上げ高は６５．４０の記載があり、流
出管管底高より低くなっています。流出管管
底高を６４．９１と読み替えると考えて宜しい
でしょうか。ご指示下さい。（建築11024図）

よろしいです。

１２４ 【建具】（体育施設棟）
建具表 体育施設１ Ｄ－ＡＷ－１４の寸法が
寸法欄はＷ８６５×Ｈ４４００、姿図指示はＷ
４４００×Ｈ８６５と異なります。Ｗ４４００×Ｈ
８６５を正と考えて宜しいでしょうか。ご指示
下さい。
（建築5411）

よろしいです。

１２５ 【建具】（体育施設棟）
建具表 体育施設棟１ Ｄ－ＳＤ－２２他仕上
欄に化粧塩ビシートの記載がありますが、
枠仕上が不明です。枠はＳＯＰ塗装と考えて
宜しいでしょうか。ご指示下さい。
（建築5411）

化粧塩ビシート貼りとしてください。



Nｏ 質　　問 回　　答

１３０ 【外構】
建物際雨水排水桝等詳細図の桝リストにＡ
ｂ－１２～Ａｂ－３９までとＡｃ－１１～Ａｃ－３
７までの仕様欄に、Ｗ６００×Ｄ６００×Ｄ１１
７０などの様にＨ寸法部分にＤの記載があり
ますが、全てＨと読み替えて宜しいでしょう
か。ご指示下さい。（建築11068図）

よろしいです。

１３１ 【外構】
建物際雨水排水桝等詳細図の桝リストにＡ
ｂ－３９の仕様欄に、Ｗ６０１×Ｄ６０１×Ｄ８
９０の記載がありますが、Ｗ６００×Ｄ６００と
読み替えて宜しいでしょうか。ご指示下さ
い。（建築11068図）

よろしいです。

１２８ 【外構】
雨水排水平面図－１～３の桝リスト下に※
５）細破線表示の桝、管については建物際
雨水排水等詳細図参照。の記載があります
が、桝については建物際雨水排水等詳細
図に記載がありますが、桝～桝間の排水管
については記載がありません。排水管の仕
様、管径をご指示下さい。（建築11024図～
11026図.11068図）

ＡＶＵ①：VU管 150φ
ＡＶＵ②：VU管 250φ
ＡＶＵ③：VU管 350φ
としてください。

１２９ 【外構】
上記排水管について、ＡＶＵ①～ＡＶＵ③の
記載がありますが、この記号の凡例の記載
がありません。ご指示下さい。（建築11024
図～11026図.11068図）

No128と同じ回答です。

１３２ 【外構】
建物際雨水排水桝等詳細図の桝リストのＡ
ｄ－４のｏｕｔ－１レベルが６５．７６０の記載
がありますが、ｉｎ－１レベル６４．６５０よりレ
ベルが高く排水ができません。桝高１４８０よ
り、ＦＨ６５．７８０－１．４８０＋０．１５０＝６
４．４５０と考えて宜しいでしょうか。ご指示下
さい。（建築11068図）

建築11068図のAd-4桝リストについて
・in-1：65.85
・out-1：64.65
とします。

１３３ 【外構】
建物際雨水排水桝等詳細図に、クールヒー
トチューブ立上の記載がありますが、平面
図には記載がありません。設置範囲とか所
数をご指示下さい。（建築11068図）

建築11068図クールヒートチューブ立上詳細
図の右下部に記載のとおり、講義棟の東側
外構内に1箇所、実習研究棟の西側外構内
に1箇所を見込むものとしてください。



Nｏ 質　　問 回　　答

１３４ 【外構】
確認ですが、現況図（建築工事乗入時想定
図）がありますが、造成完了後のレベルで、
建築工事はこのレベルからの取り掛かりと
考えて宜しいでしょうか。ご指示下さい。（建
築0025図）

よろしいです。

１３５ 【外構】
特記仕様書－１５、舗装工事 ２節－１路床
の構成及び材料に、遮断層と安定処理に印
がありますが、舗装詳細図－１～３の舗装
構成では、遮断層、安定処理の記載があり
ません。全て不要と考えて宜しいでしょう
か。ご指示下さい。
（建築0017図.建築11049図～11051図）

よろしいです。

１３６ 【外構】
沈砂池の中に斜め格子の記載があります
が詳細が不明です。詳細を御指示下さい。

（建築11034図）

別途工事の沈砂池のフィルターを示してい
ます。本工事には不要なものとして捉えてく
ださい。

１３７ 【外構】
施設平面図－１の凡例に、下記項目の記載
がありますが、凡例の数量と配置図の数量
が異なります。配置図の数量を正と考えて
宜しいでしょうか。ご指示下さい。
　　　　　　　　　　　　　凡例　　　　　　　　配置
図
車止めボラード　　　　　１６基　　　　　　　　１
４基
鎖付きボラード　　　　　１１基　　　　　　　　１
３基
（建築11033図）

配置図を正としてください。



Nｏ 質　　問 回　　答

１３８ 【外構】
施設詳細図の下記ベンチ、テーブル、縁台
にコンクリート基礎の記載がありますが、配
筋の記載がありません。全て無筋と考えて
宜しいでしょうか。ご指示下さい。
①木製ベンチ－１
②木製ベンチ－２
③木製ベンチ－３
④木製テーブル－１
⑤木製テーブル－２
⑥縁台
（建築11063図～11065図）

①〜⑥ともに有筋としてください。

１３９ 【外構】
上記回答で鉄筋が必要な場合は、配筋が
不明です。ご指示下さい。
（建築11063図～11065図）

両方向ともD10・D13@200ダブルとしてくださ
い。

１４２ 【外構】
上記回答で必要な場合は詳細が不明です。
ご指示下さい。
（建築0018図）

No.141の回答と同じです。

１４０ 【外構】
特記仕様書－１５ ２０－２－４１外構等構造
物のコンクリートにコンクリート強度の記載
がありますが、構造特記仕様書－２の外構
等、雑コンクリートと異なります。特記仕様書
－１５を正と考えて宜しいでしょうか。ご指示
下さい。

・特記仕様書－１５：Ｆｃ＝２１Ｎ　無筋コンク
リート　Ｆｃ＝１８Ｎ　スランプ１５ｃｍ　強度補
正記載無し
・構造特記仕様書－２：Ｆｃ＝２１Ｎ　スランプ
１８ｃｍ　強度補正有り
（建築0017図.構造002図）

構造特記仕様書-２を正としてください。

１４１ 【外構】
特記仕様書－１６　植栽工事に下記項目に
印がありません。不要と考えて宜しいでしょ
うか。ご指示下さい。
①屋上緑化
②潅水装置
③樹名板（建築0018図）

よろしいです。



Nｏ 質　　問 回　　答

１４３ 【外構】
講義棟１階レストラン・カフェの前に人工ウッ
ドデッキの記載がありますが、下記項目が
不明です。ご指示下さい。
①人工木ウッドデッキのメーカー名及び品
番
②土間スラブの配筋及び地業厚
（建築4201図）

①建築2001図に記載のとおりとします。
②建築6514図のｃ-9にて土間スラブ詳細を
記載しています。配筋については構造図を
参照してください。

１４６ 【現場説明書・特記】
入札説明書　3.技術提案書に関する事項
「社会的要請の対応に関する項目③」
評価内容で、「転落事故防止対策」とありま
すが、
「高所作業となるものが多い」と記載されて
いますので
「墜落事故防止対策」も含めて考えて宜しい
でしょうか。ご指示下さい。

よろしいです。

１４７ 【現場説明書・特記】
構造002　JASS５では、「調合管理強度が
33N/㎜2以上の場合は、
工事監理者の許可を得て21㎝とすることが
できる」と
記載がありますが、該当する強度において
変更可能でしょうか。
ご指示下さい。

受注後に監督員と協議してください。

１４４ 【外構】
講義棟１階風除室２前のＹｂ１通りより外部
側に土間スラブの記載がありますが、詳細
が不明です。土間スラブ厚、配筋、地業厚を
ご指示下さい。
（建築4203図）

建築6514図のｃ-9にて土間スラブ詳細を記
載しています。配筋については構造図を参
照してください。

１４５ 【現場説明書・特記】
現場説明書　第3章特記事項（15）分離発注
工事
各受注者間の総合打合せは監督員の名の
元に主催され、運営・連絡調整されるものと
考えて宜しいでしょうか。ご指示下さい。

各受注者間において協議の上、総合打合せ
を実施してください。



Nｏ 質　　問 回　　答

１５０ 【現場説明書・特記】
建築0004　5節施工　13.室内空気汚染
測定対象室・計測場所・箇所数が不明で
す。ご指示下さい。

No20の回答と同じです。

１５１ 【現場説明書・特記】
建築0005　2章仮設工事　3.監督員事務所
（3）施工図調整専任係員2名は監督員の指
示とありますが、
監督員事務所にて監督員の事務の補助の
みに専任して、出向扱いと考えて宜しいで
しょうか。ご指示下さい。

当該人員は施工図調整を専任で行い、受注
者事務所に属す者であり、出向は不要で
す。

１４８ 【現場説明書・特記】
構造002
基礎のコンクリートの混和剤がＡＥ減水剤と
記載がありますが、
配合上、適合しない場合は高性能ＡＥ減水
剤と考えて宜しいでしょうか。
ご指示下さい。

受注後に監督員と協議してください。

１４９ 【現場説明書・特記】
建築0003　Ⅱ建築工事仕様　3.発注方式
（3）本工事期間内に行われる別途工事は造
成工事と備品工事とありますが、加えて電
気設備工事・空調設備工事・衛生設備工事
も含まれると考えて宜しいでしょうか。
ご指示下さい。

電気設備工事と機械設備工事は分離発注
工事です。

１５２ 【現場説明書・特記】
建築10001　工事工程表は参考図です、と
記載がありますが
各棟施工順序は自由に選定して、検査及び
竣工・引渡しを一括にて2024年9月30日まで
に実施すると考えて宜しいでしょうか。ご指
示下さい。

原則、施工順序は受注者にて判断いただいてよろしい
ですが、以下を考慮し詳細は監督員と協議の上決定
するものとお考えください。

・ただし、ZEB補助金事業対象工事については、現場
説明書に基づいて工程を立案してください。
※補助対象部位は金属勾配屋根、同軒天県産木材
張部、医看合同講義室内装仕上県産木材部、南北立
面RC躯体縦リブ、トップライト(B-TL1～4）、換気ｶﾞﾗﾘ
付軽量鋼製建具(B-LD4を除くB-LD全て）を想定して
いますが、補助金申請手続中により対象部位は減と
なる可能性があります。

・別途発注の備品工事との調整を見込んでください
（図書館書架架台　建築6106図・6107図 等）。



Nｏ 質　　問 回　　答

１５４ 【現場説明書・特記】
指定仮設がある場合はご指示下さい。

指定仮設はありません。

１５５ 【現場説明書・特記】
建築10011～10014
造成工事の搬出入車輛は、原則として図面
に記載されている
「造成中」のエリアと構内道路に限定して通
行と判断して宜しいでしょうか。
ご指示下さい。

左記に加えて、建築10011～10014図の凡
例に記載の工事用通路（造成工事）を通行
するものと考えてください。

１５３ 【現場説明書・特記】
建築10011　仮設計画図は参考図です、と
記載がありますが
工事用動線より、敷地内出入口場所は指定
でなく
安全確保の為大型車両の入退場を簡易と
する位置及び大きさに任意に変更しても
宜しいでしょうか。ご指示下さい。

よろしいです。ただし、詳細は受注後に監督
員と協議してください。
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3.4m x 2.4m x 1.7m 3 個

3.4m x 2.4m x 1.7m 1 個

3.4m x 2.4m x 0.4m 2 個

PH500(1.04m x 1.04m x 0.50m) 2 個

φ0.83m, RH900 2 個

φ21.8mm, L=16.0m 4 本 SWPR19

アンカープレート，グリップ 8 組 端面部材用

アンカープレート，グリップ 8 組 中間ボックス
T部材用

0.12/3xπx(0.08^2+0.08x0.07+0.07^2)x8

+0.02xπx0.08^2x8+13.450xπ/4x0.035^2x4 0.092 m3 σck=30 N/mm2

+0.005x4x1

M16,L=1.000m(ナット，座金付) 6 組

φ600 2 組

M20,L=200mm(ワッシャ－付) 8 組

- 4 組

- 8 組

※内面防水は、コーティング仕様とする。

※日本消防設備安全センターの認定品である。

耐震性貯水槽
止水仕様(防水工)材料表

種　別 算　式 数　量

本

体

集
水
ピ
ッ
ト
連
結
部

コーティング材

コーキング材１

シール材

コーキング材１

パッキン材

中間ボックス、
端面部材

集水ピット部材

調整用部材

( 2x2.60+2x1.60+4  2x0.20) x 9+0.64xπx 2+4x1.040

(4x0.84+0.2)x 2

(2xπx0.34+0.2)x 2x 2

0.04/3x(πx0.07^2/4+πx0.06^2/4+

  πx0.07^2/4xπx0.06^2/4) x 8

   94.0 m

    7.1 m

    9.3 m

  0.001 m3

      8ケ

D-D 断面図

基 礎 図

基礎平面図

D D

E

E

E-E 断面図

基礎数量表
種　別 算　式 数　量 備　考

基礎コンクリート (14.40x3.70+2x(1.24+1.14+2x0.15)x0.52x2)x0.15   8.828 m3 σck=18.0 N/mm2

基礎型枠 2x(14.40+3.70)x0.15+2x(4x(1.24+1.14)+8x0.15)x0.52  16.579 m2

基礎砕石 14.40x3.70  53.280 m2 t=0.20m

敷モルタル (14.00x3.40-2x1.24x1.14)x0.02   0.895 m3

集水ピット連結部詳細図

PC鋼より線定着部詳細図(2)

PC鋼より線φ21.8mm
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PC鋼より線φ21.8mm

中間ボックスB部材

中間ボックスA部材
中間ボックスT部材

中間ボックスC部材

中間ボックスB部材

集水ピット部材

敷モルタル

基礎コンクリート

基礎砕石

シール材シール材

調整用部材

人孔鉄蓋

中間ボックスB部材

グラウト

PC鋼より線φ21.8mm

グラウト

アンカープレート
φ130,t=28mm

グリップ

GキャップE

ボルト M10

インサート
M10,L=50mm

パッキン

基礎コンクリート

基礎砕石

グリップ

グラウト

コーキング材１

GキャップM

アンカープレート(M)
9x90x90 φ27

インサート
M10,L=50mm

ボルト M10

端面部材

m2

   92.3 m(2x2.80+2x1.70+2xπx0.2)x9

端面部材

端面部材
C部
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人孔鉄蓋
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コーティング材

φ70

φ60

4
0

20

2
0

1
5

コーキング材１

コーキング材１

中間ボックスB部材 ワッシャー

六角ボルト
M20,L=200mm

インサート
M20,L=150mm

シール材

パッキン材
集水ピット部材

(2.60+2x1.60+4  2x0.20)x(13.20+2x0.20) + (3.00x2.00-4x0.20^2/2 )x2

+0.60xπx0.50x 2 + (2.60+2x1.60+4  2x0.20)x 9x(0.0454-0.015)

+0.60xπx 2x(0.0454-0.015)-4x0.330x0.190

  109.8

緊結ボルト
M16,L=1.000m

インサート
M16,L=125mm

継手部詳細図

外面

内面

底版

外面

内面
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5

シール材

15

20

15

20
頂版

シール材

15

20

コーティング材

1
0
0

コーキング材１

コーキング材１

側壁

外面

内面コーティング材

コーキング材１

シール材

T80-Ⅲ-A-0.0/1.5

T-25

Ⅲ型

T80-Ⅲ-A-0.0/1.5

B部

耐-96060-1号

A1 S=1:100
A3 S=1:200

A1 S=1:100
A3 S=1:200

A1 S=1:5
A3 S=1:10

A1 S=1:5
A3 S=1:10

A1 S=1:20
A3 S=1:40

A1 S=1:10
A3 S=1:20

A1 S=1:10
A3 S=1:20

A1 S=1:20
A3 S=1:40

下記参照

※人孔鉄蓋表面には焼付塗装を行う。

 （表示内容の詳細は監督職員と協議の上、管轄消防

   の承認を受け決定すること）

noharash
テキストボックス
No25 別紙-2



　

C部詳細図 PC鋼より線定着部詳細図

耐震性貯水槽

1040

φ640

φ600

φ600
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中間ボックスB部材

集水ピット部材

敷モルタル

基礎コンクリート

基礎砕石

グラウト

PC鋼より線φ15.2mm

グラウト

アンカープレート
φ120,t=16mm

グリップ

GキャップE

ボルト M10

インサート
M10,L=50mm

パッキン

組 立 図

側 面 図

φ
60
0

A

A

平 面 図

C部

A-A 断面図

B部詳細図

型式番号

型式記号

容　　量

設計荷重

設置場所

土被り厚

形　　状

材　　料 規格または算式 数　量 備　考

調整用部材

PC鋼より線

定　着　具

緊結ボルト

人孔鉄蓋

六角ボルト

GキャップE

 40.16 m3

0.600 m

横置ボックスカルバ－ト型

3.4m x 2.4m x 1.5m 2 個

3.4m x 2.4m x 1.7m 2 個

3.4m x 2.4m x 0.4m 2 個

PH500(1.04m x 1.04m x 0.50m) 2 個

φ0.83m, RH300 2 個

φ15.2mm, L= 7.8m 4 本 SWPR7B

アンカープレート，グリップ 8 組 端面部材用

0.12/3xπx(0.08^2+0.08x0.07+0.07^2)x8

+0.02xπx0.08^2x8+6.920xπ/4x0.035^2x4
0.047 m3

M16,L=0.600m(ナット，座金付) 6 組

φ600 2 組

M20,L=200mm(ワッシャ－付) 8 組

- 8 組

止水仕様(防水工)材料表
種　別 算　式 数　量

本

体

ピ
ッ
ト
連
結
部

コーティング材

コーキング材１

シール材

コーキング材１

パッキン材

中間ボックス、
端面部材

調整用部材

( 2x2.60+2x1.60+4  2x0.20) x 5+0.64xπx 2

(2x2.80+2x1.70+2xπx0.2)x5

(4x0.84+0.2)x 2

0.04/3x(πx0.07^2/4+πx0.06^2/4+

  πx0.07^2/4xπx0.06^2/4) x 8

m2

   51.7 m

   51.3 m

    7.1 m

m

  0.001 m3

      8ケ

D-D 断面図

基 礎 図

基礎平面図

D D

E

E

E-E 断面図

基礎数量表
種　別 算　式 数　量 備　考

基礎コンクリート (7.50x3.70+2x(1.24+1.14+2x0.15)x0.52x2)x0.15   4.999 m3 σck=18.0 N/mm2

基礎型枠 2x(7.50+3.70)x0.15+2x(4x(1.24+1.14)+8x0.15)x0.52  14.509 m2

基礎砕石 7.50x3.70  27.750 m2 t=0.20m

敷モルタル (7.20x3.40-2x1.24x1.14)x0.02   0.433 m3
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PC鋼より線φ15.2mm

コーティング材

基礎コンクリート

基礎砕石

σck=30 N/mm2

中間ボックスB部材

端面部材

耐震性貯水槽明細書

集水ピット部材

集
水

集水ピット部材

集水ピット部材

※内面防水は、コーティング仕様とする。

※日本消防設備安全センターの認定品である。

グラウト

端面部材

中間ボックスA部材

中間ボックスB部材

集水ピット連結部詳細図
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コーキング材１

コーキング材１

中間ボックスB部材 ワッシャー

六角ボルト
M20,L=200mm

インサート
M20,L=150mm

シール材

パッキン材
集水ピット部材

   62.0
(2.60+2x1.60+4  2x0.20)x( 6.40+2x0.20) + (3.00x2.00-4x0.20^2/2 )x2

+0.60xπx0.50x 2 + (2.60+2x1.60+4  2x0.20)x 5x(0.0454-0.015)

+0.60xπx 2x(0.0454-0.015)

外面

内面

底版

外面

内面

継手部詳細図
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シール材
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コーティング材
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コーキング材１

コーキング材１

側壁

外面

内面コーティング材

コーキング材１

シール材

φ0.83m, RH200 2 個

(2xπx0.34+0.2)x 3x 2    14.0

φ600

380R
340R

シール材シール材シール材調整用部材緊結ボルト
M16,L=0.600m

人孔鉄蓋

中間ボックスB部材
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中間ボックスB部材
中間ボックスA部材 B部
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調整用部材

人孔鉄蓋

インサート
M16,L=125mm

T40-Ⅲ-A-0.0/1.5

T-25

Ⅲ型

T40-Ⅲ-A-0.0/1.5

耐-00003-1号

消防水利構造図(2)

技　師 照　査 設　計 製　図

16 - 2図面番号

事務所名 奈良県立医科大学

施工年度
工事番号

令和　３　年度
工第 ０３-２ 号

工 事 名 奈良県立医科大学

路線河川名
施工箇所 橿原市四条町 地内

図面種類
縮　　尺

新キャンパス造成工事

図示

A1 S=1:50
A3 S=1:100

A1 S=1:50
A3 S=1:100

A1 S=1:5
A3 S=1:10

A1 S=1:5
A3 S=1:10

A1 S=1:20
A3 S=1:40

A1 S=1:10
A3 S=1:20

A1 S=1:20
A3 S=1:40

A1 S=1:20
A3 S=1:40

下記参照

※人孔鉄蓋表面には焼付塗装を行う。

 （表示内容の詳細は監督職員と協議の上、管轄消防

   の承認を受け決定すること）

noharash
テキストボックス
No25 別紙-3



noharash
長方形

noharash
長方形

noharash
長方形

noharash
テキストボックス
No30　別紙-1 講堂図書棟分



noharash
テキストボックス
No30 別紙-2 講義棟分
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テキストボックス
No30 別紙-3 講義棟分
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